
 

  
お母

かあ

さんが つかれている 
 

宿
しゅく

題
だい

をしていると、お母
かあ

さんが帰
かえ

ってきました。わたしは、 

「おかえり。」 

と言
い

いました。お母
かあ

さんは、元
げん

気
き

のない顔
かお

で、 

「ただいま。」 

と言
い

いました。わたしは、しんどいのかなと思
おも

って、 

「どうしたん。」 

と言
い

いました。お母
かあ

さんは、 

「つかれてんねん。ねさせてな。」 

と、下
した

を見
み

ながら言
い

いました。 

 お母
かあ

さんは、ひきっぱなしだったふとんに、着
き

がえないでね転
ころ

びました。お母
かあ

さんが、 

「６時
じ

に起
お

こしてや。」 

と、小
ちい

さな声
こえ

で言
い

いました。 

 お母
かあ

さんは、朝
あさ

早
はや

くから、運
うん

送
そう

会
がい

社
しゃ

で 働
はたら

いています。トラックに大
おお

きな箱
はこ

を何
なん

こも

つんで、配
はい

達
たつ

をしています。 

 お母
かあ

さんがねている 間
あいだ

、 宿
しゅく

題
だい

をしたり、テレビを見
み

たりしていました。テレビは、

音
おと

を小
ちい

さくして見
み

ました。 

 ４時
じ

ごろ、時
と

計
けい

を見
み

ました。５時
じ

すぎにも、時
と

計
けい

を見
み

ました。 

 テレビを見
み

ていて、もう６時
じ

やなと思
おも

いました。 

 それで、お母
かあ

さんの部
へ

屋
や

へ行
い

きました。わたしは、 

「６時
じ

やで。」 

と、ふとんの上
うえ

からゆすって言
い

いました。 

 お母
かあ

さんは、ゆっくり起
お

きて、ご飯
はん

の用
よう

意
い

を始
はじ

めました。お母
かあ

さんは、何
なに

も言
い

わなか

ったけど、わたしは、茶
ちゃ

わんやおわんやはしやコップをならべました。ご飯
はん

もよそいま

した。 

 ご飯
はん

の用
よう

意
い

ができて、お兄
にい

ちゃんとわたしが食
た

べ始
はじ

めたら、お母
かあ

さんは、 

「もうちょっとねるわ。」 

と言
い

ったので、わたしは、 

「大
だい

じょう夫
ぶ

。かぜひいたん。」 

と聞
き

きました。お母
かあ

さんは、 

「大
だい

じょう夫
ぶ

やで。かぜひいてへんよ。つかれているだけや。」 

と言
い

って、自
じ

分
ぶん

の部
へ

屋
や

へ行
い

きました。    

 


